
  

 

 
 

 

 

昨
年
１０
月
３０
日
韓
国
大
法
院
で

出
さ
れ
た
「
徴
用
工
」
判
決
を
発
端
と

し
て
日
韓
関
係
が
最
悪
の
状
態
に
な

っ
て
い
ま
す
。
今
ほ
ど
し
っ
か
り
し

た
歴
史
認
識
を
も
ち
、
日
韓
市
民
の

連
帯
・
交
流
が
求
め
ら
れ
る
と
き
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

こ
う
し
た
中
、
大
阪
平
和
委
員
会

主
催
の
韓
国
へ
の
平
和
ツ
ア
ー
が
１１

月
１９
日
～
２２
日
実
施
さ
れ
、
大
阪
６

人
と
愛
知
７
人
計
１３
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
こ
の
旅
は
、
三
菱
重
工
に
損
害

賠
償
を
求
め
て
い
る
「
名
古
屋
三
菱
・

朝
鮮
女
子
勤
労
挺
身
隊
訴
訟
を
支
援

す
る
会
」
の
高
橋
信
共
同
代
表
（
光
州

名
誉
市
民
）
に
コ
ー
ス
の
設
定
と
案

内
役
を
し
て
も
ら
い
、
韓
国
の
歴
史

と
文
化
に
精
通
し
た
現
地
ガ
イ
ド
兼

通
訳(

３
人
と
も
女
性)

の
詳
細
な
説

明
も
加
わ
り
、
草
の
根
の
交
流
と
充

実
し
た
学
習
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

１９
日
午
後
、
済
州
道
で
１
９
４
８

年
焦
土
化
作
戦
に
よ
り
３
万
人
が
犠

牲
者
と
な
っ
た
４
・
３
事
件
の
「
済
州

４
・
３
平
和
記
念
館
」
と
済
州
の
３
大

抗
日
運
動
を
ジ
オ
ラ
マ
で
展
示
し
て

い
る
「
済
州
抗
日
記
念
館
」
を
見
学
。 

２０
日
午
後
、
光
州
で
は
「
国
立
５
・

１８
墓
地
」
を
訪
れ
、「
勤
労
挺
身
隊
ハ

ル
モ
ニ
と
共
に
す
る
市
民
の
会
」
の

若
い
ス
タ
ッ
フ
た
ち
の
配
慮
に
よ
り

１
９
８
０
年
５
月
の
光
州
民
主
化
運 

動
で
犠
牲
と
な
っ
た
人
々
に
参
加
者 

一
人
ひ
と
り
が
白
菊
を
献
花
す
る
こ 

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
「
歴
史
資 

   

料
館
」
で
は
、
多
く
の
写
真
や
資
料
に

よ
り
自
治
が
始
ま
っ
て
か
ら
治
安
維

持
の
た
め
に
破
壊
行
為
を
防
ぐ
努
力

が
市
民
軍
や
学
生
た
ち
に
よ
っ
て
な

さ
れ
た
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
市
民

集
会
が
開
か
れ
た
噴
水
台
、
市
民
軍

が
立
て
こ
も
り
空
挺
部
隊
に
攻
撃
さ

れ
た
道
庁
も
見
学
。
自
由
と
民
主
主

義
を
求
め
る
光
州
の
人
々
の
熱
い
思

い
に
頭
を
た
れ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。 

そ
の
夜
は
、
「
市
民
の
会
」
の
皆
さ

ん
と
の
交
流
会
。
最
初
に
、
上
羽
事
務

局
長
が
「
大
阪
平
和
委
員
会
は
、
２
０

１
６
年
１
月
韓
国
の
慰
安
婦
「
被
害

者
」
の
ハ
ル
モ
ニ
を
招
い
て
証
言
・
学

習
の
つ
ど
い
、
同
年
２
月
に
は
韓
国

「
興
士
団
」
の
青
年
１４
人
を
招
い
て

交
流
会
を
も
つ
な
ど
、
日
韓
の
草
の

根
の
交
流
・
連
帯
を
重
視
し
て
き
た
。

今
回
は
、
私
た
ち
が
訪
韓
し
、
交
流
・

学
習
の
機
会
を
も
つ
こ
と
が
で
き
と

て
も
う
れ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
こ
の

後
、
韓
国
料
理
を
囲
み
な
が
ら
自
己

紹
介
や
得
意
芸
の
披
露
。
金
正
勳
（
キ

ム
ジ
ョ
ン
フ
ン
）
全
南
科
学
大
学
副

教
授
が
松
田
解
子
の
「
朝
鮮
休
戦―

朝
鮮
の
お
母
さ
ん
た
ち
へ―

」
を
日

本
語
で
読
み
上
げ
た
と
き
は
、
ひ
と

き
わ
大
き
な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。 

２１
日
午
前
、「
金
大
中
記
念
館
」
、

光
州
「
少
女
の
像
」
を
見
学
。
そ
の
あ

と
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な

ど
で
日
本
軍
「
慰
安
婦
」
に
さ
れ
た
女

性
た
ち
の
写
真
を
集
め
た
特
別
展
を

見
学
。「
死
ぬ
前
に
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ
を

着
て
写
真
を
撮
り
た
い
」
と
言
わ
れ

て
撮
っ
た
写
真
な
ど
が
所
狭
し
と
展

示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

午
後
、
ソ
ウ
ル
の
日
本
大
使
館
前

の
「
少
女
の
像
」
を
見
学
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
若
い
男
女
に
説
明
を
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。 

 

２２
日
午
前
、
ソ
ウ
ル
の
「
植
民
地

歴
史
博
物
館
」
を
見
学
。
日
本
帝
国
主

義
に
よ
る
侵
略
の
歴
史
が
明
ら
か
に

さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
抗
し
た

人
々
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
加
担
し

た
親
日
派
の
告
発
も
き
ち
っ
と
な
さ

れ
て
い
る
展
示
内
容
で
し
た
。 

 

最
後
に
見
学
し
た
「
国
立
中
央
博

物
館
」
で
は
、
古
代
の
朝
鮮
の
輝
か
し

い
文
化
財
に
圧
倒
さ
れ
る
と
と
も
に
、

日
本
の
そ
れ
と
の
類
似
・
共
通
性
に

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。 

 

日
韓
が
友
好
的
な
隣
国
と
し
て
共

存
し
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
レ
ベ

ル
の
交
流
・
連
帯
が
重
要
で
あ
る
と

と
も
に
、
日
韓
両
国
の
近
現
代
史
を

し
っ
か
り
学
び
、
歴
史
改
ざ
ん
主
義

を
許
さ
な
い
声
を
大
き
く
し
て
い
く

こ
と
も
大
事
だ
と
感
じ
た
旅
で
し
た
。 

 

な
お
、
こ
の
旅
で
会
員
が
一
人
増

え
ま
し
た
。 

           
   

   

１２
月
５
～
７
日
江
原
道
春
川
（
チ

ュ
ン
チ
ョ
ン
）
で
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
開
催
さ
れ
、
上
羽
事
務
局
長
が
大

阪
代
表
団
約
３０
人
の
一
員
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。 

上
羽
事
務
局
長
が
こ
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ

か
け
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
主
催
者
で

あ
る
翰
林
聖
心
大
学
東
ア
ジ
ア
平
和

研
究
所
の
尹
載
善
（
ユ
ン
・
ジ
ェ
ソ
ン
）

所
長
が
、
日
本
コ
リ
ア
協
会
の
紹
介

で
直
々
に
大
阪
平
和
委
員
会
事
務
所

に
来
ら
れ
、
参
加
要
請
を
さ
れ
た
こ

と
で
し
た
。
千
坂
純
日
本
平
和
委
員

会
事
務
局
長
も
参
加
し
ま
し
た
。 

５
日
は
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
。
日

韓
の
参
加
者
の
紹
介
の
あ
と
歓
談
し

ま
し
た
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
な
ど
文

化
行
事
と
お
い
し
い
食
事
で
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

６
日
は
、
同
大
学
で
「
北
東
ア
ジ
ア

の
平
和
共
存
」
を
テ
ー
マ
に
フ
ォ
ー

ラ
ム
。 

 

午
前
中
は
、
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の
後
、

百
歳
の
金
亨
錫
（
キ
ム
・
ヒ
ョ
ン
ソ
ク
）

延
世
大
学
名
誉
教
授
と
秋
葉
忠
利
前

広
島
市
長
が
基
調
講
演
。 

 

午
後
の
平
和
円
卓
討
論
会(

右
下

写
真)

で
は
、
小
森
陽
一
・
九
条
の
会

事
務
局
長
が
「
北
東
ア
ジ
ア
の
平
和

の
た
め
に
も
『
九
条
の
会
』
の
活
動
と

市
民
と
野
党
の
共
闘
で
安
倍
改
憲
を

な
ん
と
し
て
も
止
め
た
い
」
と
、
糸
数

慶
子
・
前
参
議
院
議
員
は
、
「
安
倍
政

権
は
県
民
の
声
を
無
視
し
て
基
地
が 

集
中
し
、
基
地
関
連
の
事
故
や
犯
罪 

で
苦
し
む
沖
縄
に
辺
野
古
新
基
地
を 

         
 つ

く
ろ
う
と
し
て
い
る
」
と
発
言
。 

 

討
論
会
に
続
き
「
北
東
ア
ジ
ア
の

平
和
共
存
・
地
政
学
か
ら
地
経
学
」
な

ど
８
つ
の
分
科
会
。 

 

７
日
は
、
バ
ス
で
韓
国
と
北
朝
鮮

が
分
断
さ
れ
た
Ｄ
Ｍ
Ｚ(

非
武
装
地

帯)

を
訪
問
し
、
分
断
国
家(

日
本
に

も
責
任
あ
り)

の
悲
し
い
現
実
を
目

撃
し
ま
し
た
。 

＊
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
同
行
し
た
仲
間

と
来
春
大
阪
で
「
日
韓
文
化
交
流
会
」

を
企
画
中
。
乞
う
ご
期
待
！ 

         

 

 
 

  

 
      

韓
国
市
民
と
連
帯
強
化 

2219号 

 

２０１９年１２月２５日（水曜日） 

韓
国
近
現
代
史
３
大
聖
地
へ
の
旅 

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
＠
春
川 

月
例
「
沖
縄
連
帯
行
動
」 

 

 

 

         【１月行事予定】 
5日（日）勤労協「新春学習会」14：00中央区民センター 
6日（月）原水協 6・9行動 12：00 近鉄上本町 
11日（土）「日米地位協定署名推進学習会」 

13：00 大阪社会福祉会館 500円 
京都市長選集い・支援 14：00 ラボール京都 

15日（水）沖縄連帯行動 正午 近鉄上本町駅前 
18日（土）「中国は何をめざしているか？」 

14：00 国労会館大会議室 1000円 
25日（土） 原水協関西ブロック学校 13：30  

守山駅前コミュニティホール（～26日） 
29日（水）「ノーモア被爆者裁判」14：30 地裁 1008号 

2／1日（土）日本平和委員会 70周年レセプション＠東京 

 

 



  

新
た
な
高
み
へ
踏
み
出
そ
う
！ 

 
 
 
 
 
 
 

理
事
長 

近
藤 

正 

 

沖
縄
で
開
か
れ
た
日
本
平
和
大
会

の
前
日
、
消
失
し
た
首
里
城
の
前
に

立
ち
唖
然
と
し
ま
し
た
。
開
会
総
会

で
玉
城
デ
ニ
ー
知
事
は
再
建
に
全
力

を
尽
く
す
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。 

も
は
や
世
界
は
大
国
が
政
治
を
動

か
す
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

今
年
は
戦
後
七
十
五
年
、
日
本
平

和
委
員
会
七
十
周
年
の
節
目
の
年
で

す
。 ま

た
、
平
和
委
員
会
の
独
自
課
題

で
あ
る
仲
間
増
や
し
を
真
剣
に
取
り

組
み
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
ょ
う
。 

 

 

新
た
な
る
歩
み
の
し
る
べ
北
斗
星 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

正 

 

「
ウ
ソ
だ
ら
け
・
腐
敗
政
治 

さ
よ
な
ら
」
の
年
に 

天
王
寺
・
代
表
世
話
人 

大
江
憲
夫 

 

 

情
勢
は
激
し
く
動
い
て
い
ま
す
。

ア
ベ
政
権
の
底
な
し
の
腐
敗
ぶ
り
は
、

い
ま
や
誰
の
目
に
も
明
ら
か
で
す
。

「
桜
を
見
る
会
」
、
閣
僚
の
相
次
ぐ
辞

任
、
「
身
の
丈
」
発
言
な
ど
な
ど
に
、

野
党
は
国
会
内
外
で
一
丸
と
な
っ
て

追
及
、
市
民
も
全
国
津
々
浦
々
で
、

「
森
友
・
加
計
の
よ
う
に
は
さ
せ
な

い
。
今
度
こ
そ
逃
げ
切
ら
せ
る
な
！
」

と
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

追
い
詰
め
ら
れ
、
逃
げ
回
り
な
が

ら
も
ア
ベ
首
相
は
、
改
憲
に
異
常
な

執
念
、「
私
の
手
で
必
ず
な
し
と
げ
る
」

と
、
違
憲
発
言
を
繰
り
返
し
、
税
金
の

み
な
ら
ず
、
憲
法
ま
で
私
物
化
し
よ

う
と
た
く
ら
ん
で
い
ま
す
。 

 

天
王
寺
平
和
委
員
会
結
成
（
２
０

１
０
年
１２
月
）
以
来
継
続
中
の
、
上

六
に
お
け
る
月
２
回
の
定
点
宣
伝
行

動
、
①
核
兵
器
廃
絶
・
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ

国
際
署
名
」
、
②
辺
野
古
新
基
地
阻

止
・
沖
縄
連
帯
行
動
を
引
き
続
き
取

り
組
む
と
も
に
、
「
草
の
根
」
の
底
力

を
発
揮
し
て
、
「
戦
争
法
」
強
行
以
来

の
わ
た
し
た
ち
の
合
言
葉
、「
ア
ベ
政

治
を
許
さ
な
い
！
」
を
さ
ら
に
高
め
、

「
ア
ベ
、
ウ
ソ
つ
き
政
治
さ
よ
う
な

ら
」
の
２
０
２
０
年
に
し
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
。 

 
 

   

１２
月
１
日
午
後
近
江
今
津
「
住
吉

公
園
」
で
日
米
合
同
演
習
反
対
あ
い

ば
の
大
集
会
が
３
０
０
人
の
参
加
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
集
会
は
、

１２
月
１
日
か
ら
１３
日
ま
で
あ
い
ば

野
演
習
場
で
１７
回
目
と
な
る
日
米
合

同
演
習
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
許
さ

な
い
た
め
に
開
催
さ
れ
た
も
の
。 

大
阪
平
和
委
員
会
か
ら
は
玉
置
副

理
事
長
ら
２
名
が
参
加
す
る
と
と
も

に
、
滋
賀
県
平
和
委
員
会
に
昨
年
に

続
き
横
断
幕
を
寄
贈
し
ま
し
が
、
さ

っ
そ
く
集
会(

右
下
写
真)

と
デ
モ
で

活
用
さ
れ
ま
し
た
。 

集
会
で
は
、
植
田
保
二
・
大
阪
平
和

委
員
会
常
任
理
事
（
大
阪
安
保
代
表

幹
事
）
ら
が
連
帯
挨
拶
を
し
ま
し
た
。 

集
会
の
最
後
に
、「
日
米
合
同
演
習

は
、
９
条
改
憲
策
動
と
並
行
し
て
、
自

衛
隊
が
海
外
と
一
体
と
な
っ
て
戦
闘

す
る
こ
と
を
想
定
し
た
訓
練
を
本
格 

 

          

化
さ
せ
て
い
る
現
れ
に
他
な
ら
な
い
。

実
弾
演
習
と
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
来
、

戦
争
法
を
先
取
り
す
る
日
米
合
同
演

習
を
絶
対
に
認
め
な
い
」
と
の
集
会

宣
言
が
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
の
後
、
参
加
者
は
、
「
日
米
合
同

演
習
反
対
！
」
な
ど
と
コ
ー
ル
し
な

が
ら
市
内
を
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。 

   

―

「
米
国
の
ポ
チ
の
安
倍
政
権
は

ダ
メ
」
と
男
性
が
署
名―

 

大
阪
平
和
委
員
会
は
１２
月
１６
日

昼
間
近
鉄
上
本
町
駅
前
で
「
沖
縄
連

帯
行
動
」
を
大
阪
う
た
ご
え
協
議
会
、

大
阪
安
保
も
含
め
１０
名
の
参
加
で
実

施
し
ま
し
た
。 

こ
の
行
動
で
配
ら
れ
た
日
米
地
位

協
定
を
告
発
す
る
漫
画
チ
ラ
シ
が
好

評
で
、「
同
協
定
見
直
し
を
求
め
る
署

名
」
が
４５
筆
、
首
里
城
再
建
カ
ン
パ

が
千
円
集
ま
り
ま
し
た
。 

  

 

 
 

     

  

 

沖
縄
で
映
画
会
を
は
じ
め
た
わ
け 

 

ヤ
ン
バ
ル
統
一
連
名
護
副
代
表 

豊

豊
島
晃
司 

沖 

訳
あ
っ
て
大
阪
平
和
委
員
会
に
加

盟
し
、
平
和
新
聞
も
送
っ
て
い
た
だ

き
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
沖
縄
各
種

選
挙
の
度
に
応
援
を
い
た
だ
い
た
こ

と
も
併
せ
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。
名

護
市
議
選
の
時
、
何
日
も
泊
ま
り
こ

ん
で
の
選
挙
応
援
は
本
当
に
嬉
し
い

こ
と
で
し
た
。
物
心
両
面
か
ら
の
ご

支
援
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

赤
旗
に
掲
載
さ
れ
た
私
の
映
画
の

記
事
の
こ
と
な
ど
記
し
て
欲
し
い
と

の
こ
と
で
し
た
の
で
今
回
初
め
て
原

稿
を
送
り
ま
す
。
福
山
さ
ん
、
執
筆
機

会
を
奪
い
ご
め
ん
な
さ
い
！ 

私
は
「
映
画
少
年
」
で
は
な
く
「
芝

居
」
が
大
好
き
な
高
校
生
で
し
た
、
今

か
ら
５０
年
前
の
こ
と
で
す
。
（
江
別

市
野
幌
町
に
住
ん
で
い
た
の
で
）
札

幌
へ
電
車
に
乗
り
よ
く
観
に
行
き
ま

し
た
。
宮
沢
賢
治
原
作
の
「
グ
ス
コ
－

ブ
ド
リ
の
伝
記
」（
東
京
演
劇
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
）
に
衝
撃
を
受
け
、
独
立
プ
ロ

の
映
画
の
み
を
観
る
偏
っ
た
少
年
で

し
た(

笑)

。
教
員
と
し
て
、
赴
任
し
た

の
が
十
勝
管
内
池
田
町
の
私
立
高
校

で
し
た
。
町
の
若
者
た
ち
と
「
若
者
た

ち
」
「
若
者
は
行
く
」
の
上
映
会
を
企

画
し
て
上
映
し
た
の
は
二
年
目
の
夏

の
頃
。
数
百
人
の
方
が
来
て
下
さ
り

大
盛
況
で
し
た
が
、
赤
字
を
出
し
て

デ
ビ
ュ―

戦
は
手
痛
い
敗
北
に
。
地

域
の
新
婦
人
の
会
か
ら
の
要
請
を
受

け
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
上
映
等
を
し
た

の
で
す
が
、
帯
広
市
で
映
画
サ
ー
ク

ル
を
立
ち
上
げ
る
の
で
是
非
代
表
を

と
の
こ
と
で
受
け
た
の
が
私
の
人
生

で
最
大
の
問
題
で
す
、
１
９
８
５
年

の
こ
と
で
す
。「
風
の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ
」

が
第
１
回
目
の
作
品
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
打
ち
合
わ
せ

時
に
「
映
画
を
観
て
い
な
い
」
自
分
を

見
つ
け
、
話
に
つ
い
て
い
く
た
め
、
翌

年
か
ら
年
百
本
を
観
る
と
決
め
帯
広

の
み
な
ら
ず
札
幌
・
東
京
に
観
に
行

き
ま
し
た
。
し
か
も
全
て
映
画
館
で

の
鑑
賞
で
す
。
独
立
プ
ロ
オ
ン
リ―

か
ら
幅
広
い
作
品
を
観
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
は
良
い
こ
と
か
否
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
岩
波
ホ
ー
ル
に
通
い
試

写
状
を
持
ち
東
京
の
試
写
会
に
通
う

こ
と
が
２０
年
以
上
続
く
生
活
の
中
で
、

映
画
の
持
つ
ち
か
ら
等
を
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
身
に
付
け
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
〈
次
号
に
続
く
〉 
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新
年
の
抱
負 

あ
い
ば
野
集
会 

ヤ
ン
バ
ル
通
信 

 

沖
縄
連
帯
行
動

あ
い
ば
野
集
会 

【今月の言葉】「気候変動への抵抗運動が大きな反響」 

グレタ・トゥンべリやシューテズカート・マルティネ
ズが代表するようになった世界中の子どもたちによる
気候変動への抵抗運動が大きな反響を呼ぶのは、なぜ
か。 
それは、かれらが「いのち」の価値を「利潤」の価値

よりも優先し、欲得の原理に基づく資本主義経済の欠陥
を直視し、福祉や教育、健康など、GDP 以外の経済価値
を重んじる経済体制を標榜し、人権と人間性に基づく社
会再生の道を求める姿勢に、多くの人々が圧倒的な倫理
的威厳を認識するからだ。 
【岩波「世界」１２月号「気候変動ｖ.s.若者たち」】 

 

 


